
ワークシートの作成について

第２回ワークショップ資料２
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ワークショップの流れ
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① 対象とする災害の選定

② 災害廃棄物量の推計

④ その他の事項の記入

①

②

③

④

④

④

③ 災害廃棄物の処理
②

第1回

第1回

第２回

第２回



③ 災害廃棄物の処理
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２編 ６章 （３）発生量・処理可能量
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２編 ６章 （３）発生量・処理可能量
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p.37

• 「一般廃棄物焼却施設の処理可能量」

を推計し表に記入

一般廃棄物処理施設の現状と同じ施設を記入

前回使用した以下のエクセルを参考
https://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/r2/index.html 

https://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/r2/index.html


２編 ６章 （３）発生量・処理可能量

6

p.37

処理可能量の算出方法①

処理施設の稼働状況に対する負荷に応じた

段階的な処理可能量を試算。

①～③の条件により、シナリオが分かれる。

低位→処理施設への負荷：小

高位→処理施設への負荷：大

施設の余力を最大限活用する。

[処理可能量]＝[年間処理量（実績）]×[分担率]

処理可能量の算出方法②

[処理可能量]
＝[年間処理量能力]ー[年間処理量(実績)]

[年間処理能力]
＝[年間最大稼働日数]×[処理能力]

※稼働日数は処理場のHP等から取得



２編 ６章 （３）発生量・処理可能量
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p.38

最終処分場も、焼却施設と同様に値を入力

シナリオに関しては、①の条件は同じだが、
分担率により最終処分場への負荷が異なる

• 「最終処分場の処理可能量」を推計し
表に記入

処理可能量の算出方法①

[処理可能量]＝[年間処理量（実績）]×[分担率]

処理可能量の算出方法②

[10年後残余容量] ＝[残余容量]ー[年間埋立処分量(実績)]×10年
[処理可能量] ＝（[残余容量]ー[年間埋立処分量(実績)]×10年）×1.5t/m3



２編 ６章 （５）処理フロー
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２編 ６章 （５）処理フロー
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p.39-40

焼却施設（最終処分場）の処理能力

可燃物（不燃物）の量

可燃物（不燃物）の量が処理能力を上回ると
道の調整等による広域的な処理が必要になる

• 災害廃棄物の処理についてコメントを本文に記入



２編 ６章 （５）処理フロー
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p.39-40

• 処理フロー図の数値を修正（対象とする災害毎に作成）

②先程算出した処理可能量

①前回算出した
種類別の災害
廃棄物発生量

③焼却灰は発生量の20%

④（災害廃棄物発生量）
ー（処理可能量）

⑤災害廃棄物発生量



２編 ６章 （７）仮置場
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２編 ６章 （７）仮置場
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p.42-43

• 仮置場候補地を選定し表へ記入

➢ 仮置場候補地を選定し、表に記入する。

➢ 候補地選定に当たっては、p43に示す「仮

置場候補地の選定の際に考慮する点」に

ついて考慮する。

➢ 自治体の所有する遊休地であることが望

ましいが、協定等を締結した民有地でも差

し支えない。

➢ 候補地となる一定の面積を有する遊休地

は、災害時に支援活動拠点や仮設住宅用

地等の他用途の活動用地となる可能性も

あることから、事前に庁内調整を行うこと

が望ましい。



２編 ６章 （７）仮置場
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p.42-43

【仮置場への集積のイメージ】

➢ 搬入に1年、処理に3年かかるとした場合、

集積量（仮置量）のピークは、搬入の終わ
る1年の時点

➢ ピーク時の集積量（仮置き量）をもとに、仮
置場の必要面積を計算

➢ ごみを置くだけでなく、作業スペースも考え
たうえで、仮置場面積を算出

• 災害毎に仮置場必要面積を推計

数値の算出方法は？ 次ページ



２編 ６章 （７）仮置場
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p.42-43

＜仮置場必要面積の算定方法＞

必要面積 ＝ 集積量(t) ÷ 見かけ比重(t/m3) ÷ 積み上げ高さ(m) × （１＋作業スペース）

（災害廃棄物の発生量）
－

（集積期間内の処理量）
※年間処理能力

可燃物 0.4（ｔ/ｍ3）

不燃物 1.1（ｔ/ｍ3）

津波堆積物 1.1（ｔ/ｍ3）

5ｍ以下が

望ましい

0.8～1が
望ましい

※ごみを置くスペースの
倍程度の面積が必要

仮置場へごみが一番集まった時に、
どの程度の面積が必要か？

※仮置場の必要面積の考え方はいくつかある。ワークシートp.44,45にも参考あり。

• 廃棄物の種類ごとに必要面積を算出し合算



２編 ６章 （１１）最終処分
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２編 ６章 （１１）最終処分
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p.55-56

• 不燃物等の埋立処分を行う最終処分

場を表に記入

• 以下で検討した最終処分場について

リスト化



④その他事項の記入
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１編 ３章 （５）地域特性と災害廃棄物処理
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地域特性と災害廃棄物処理
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✓ 地形・地勢・気候

✓ 人口・都市形成

✓ 交通

✓ 産業

✓ 行政組織

✓ 一般廃棄物処理状況

✓ 産業廃棄物処理状況

✓ 災害廃棄物の特徴

p.6

• 以下の項目を参考に、本文を作成

• 貴市（町村）の位置図を添付

次ページより参考例



地域特性と災害廃棄物処理

20
江別市「災害廃棄物処理計画」（2019.3.26掲載）

地形・地勢

過去の災害

気候

【参考例】江別市



地域特性と災害廃棄物処理
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【参考例】帯広市

・気候

・産業

・交通

・人口

・平時のごみ

処理状況を記載

＋

帯広市災害廃棄物処理計画（平成31年3月）

観光客の人数



２編 １章 （１）市町村災害対策本部
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２編 １章 （１）市町村災害対策本部
p.8

• 災害廃棄物に対応する部署を本文中

に記載

• 発災直後の組織体制を地域防災計

画に基づき作成し、図を添付
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２編 １章 （２）災害廃棄物対策の担当組織
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２編 １章 （2）災害廃棄物対策の担当組織
p.8,9

次ページより参考例

• 災害廃棄物を担当する組織の

体制図を作成し添付

※発災後、適宜変更の必要あり
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２編 １章 （2）災害廃棄物対策の担当組織

【参考例】仙台市（人口約109万人）

人員が多く、
担当が分かれている

東日本大震災の
経験を踏まえて設定
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２編 １章 （2）災害廃棄物対策の担当組織

【参考例】益城町（人口約3.3万人）

熊本地震（H28.4.14）の発災後、
新たに組織体制を変更し、専門の課を設置した。
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２編 １章 （2）災害廃棄物対策の担当組織
p.10,11

• 災害廃棄物等の処理について、どの項目でどういった対応が必要か適宜変更
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２編 ２章 （２）国、道、都府県との連絡
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２編 ２章 （２）国、道、都府県との連絡
p.13

✓ 市町村名を記入

✓ その他、市町村の実情に応じて

内容を適宜変更

• 災害廃棄物処理に係る、広域的な

相互協力体制図を作成し添付
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２編 ２章 （２）国、道、都府県との連絡
p.14,15

• 連絡先を表に記入

✓ 道関係支所

✓ 災害廃棄物処理に関係する道内

市町村

（同じ振興局の市町村等）

※記載内容は適宜、修正・変更
31



２編 ２章 （２）国、道、都府県との連絡
p.14,15

• 振興局の連絡先一覧（１）

32

振興局 課室名 郵便番号 住所 電話番号 Fax番号

空知総合振興局
保健環境部
環境生活課

068-8558 岩見沢市8条西5丁目 0126-20-0040 0126-22-3621

石狩振興局
保健環境部
環境生活課

060-8558
札幌市中央区北3条西
7丁目道庁別館

011-204-5820 011-232-1156

後志総合振興局
保健環境部
環境生活課

044-8588
虻田郡倶知安町北1条
東2丁目後志合同庁舎

0136-23-1351 0136-22-5835

胆振総合振興局
保健環境部
環境生活課

051-8558
室蘭市海岸町1丁目4
番1号むろらん広域セン
タービル

0143-24-9572 0143-22-5170

日高振興局
保健環境部
環境生活課

057-8558
浦河郡浦河町栄丘東
通56号

0146-22-9251 0146-22-7516

渡島総合振興局
保健環境部
環境生活課

041-8558
函館市美原4丁目6番
16号渡島合同庁舎内

0138-47-9435 0138-47-9205

檜山振興局
保健環境部
環境生活課

043-8558
檜山郡江差町字陣屋
町336-3

0139-52-6491 0139-52-5783



２編 ２章 （２）国、道、都府県との連絡
p.14,15

• 振興局の連絡先一覧（２）

33

振興局 課室名 郵便番号 住所 電話番号 Fax番号

上川総合振興局
保健環境部
環境生活課
地域環境係

079-8610
旭川市永山6条19丁目
1番1号上川合同庁舎

0166-46-5920 0166-46-5206

留萌振興局
保健環境部
環境生活課

077-8585
留萌市住之江町2丁目
1-2

0164-42-8430 0164-42-1650

宗谷総合振興局
保健環境部
環境生活課

097-8558 稚内市末広4丁目2-27 0162-33-2527 0162-33-2631

オホーツク総合
振興局

保健環境部
環境生活課

093-8585 網走市北7条西3丁目 0152-41-0627 0152-44-3122

十勝総合振興局
保健環境部
環境生活課

080-8588
帯広市東3条南3丁目1
番地

0155-27-8526 0155-22-3746

釧路総合振興局
保健環境部
環境生活課

085-8588
釧路市浦見2丁目2番
54号

0154-43-9151 0154-41-2703

根室振興局
保健環境部
環境生活課

087-8588
根室市常盤町3丁目28
番地

0153-24-5580 0153-23-6215



２編 ３章 （２）市町村等、道及び国の協力・支援
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２編 ３章 （２）市町村等、道及び国の協力・支援
p.17

次ページ

• 災害廃棄物に関連する協定

を表に記入

D.Waste-Netとは何か？

35



２編 ３章 （２）市町村等、道及び国の協力・支援

D.Waste-Netは、環境省から協力要請を受けて、災害の種類・規模等に応じ

て、災害廃棄物の処理が適正かつ円滑・迅速に行われるよう、「発災時」と

「平時」の各局面において、役割を有する。

【参考】
D.Waste-Net（災害廃棄物処理支援ネットワーク）

平時の役割

（D.Waste-Net HPより）
36



２編 ３章 （２）市町村等、道及び国の協力・支援

発災時の役割

【参考】
D.Waste-Net（災害廃棄物処理支援ネットワーク）

（D.Waste-Net HPより） 37



２編 ６章 （１２）広域的な処理・処分
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２編 ６章 （１２）広域的な処理・処分
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p.56

応援要請等の連絡系統とは？

• 応援要請等の連絡系統図を適宜変更

• 必要に応じて本文を適宜変更

次ページ



２編 ６章 （１２）広域的な処理・処分）

40

図 道及び市町村相互応援の応援要請等の連絡系統
出典：北海道災害廃棄物処理計画（平成30年3月）

北海道【資料編】p.1-10

応援要請等の連絡系統

道（振興局）への要請により応援を受ける。

第１要請（同一振興局の市町村への要請）

第２要請（他振興局の市町村への要請）

第３要請（道への要請）

A
振
興
局

振
興
局

B

本
庁

C

被
災

p.18



２編 ３章 （３）民間事業者団体等との連携
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２編 ３章 （３）民間事業者団体等との連携

✓ 重機のレンタル

✓ 仮設トイレのレンタル

✓ 輸送依頼

p.19

42

• 民間事業者団体等との災害時応

援協定を本文中および表に記載



２編 ６章 （１３）有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策

43



２編 ６章 （１３）有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策

44

p.56

有害・危険性廃棄物処理の留意事項とは？

• 実情に応じて本文を適宜変更

次ページ



２編 ６章 （１３）有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策

45

石膏ボード・・・発がん性、硫化水素ガス
スレート版・・・発がん性

石綿・・・発がん性

漁網・・・鉛含む

漁具・・・破砕が困難

PCB廃棄物・・・健康被害

蓄電池・・・感電の恐れ

p.57



２編 ６章 （１７）その他地域特性のある災害廃棄物処理対策

46



２編 ６章 （１７）その他地域特性のある災害廃棄物処理対策

47

p.61

• 北海道では表のとおり、冬期の積雪・低

温・暴風雪といった問題点がある

→ 確認の上、適宜変更



補足事項
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補足事項

49

【現段階で記載が困難な事項に関するアドバイス】

1. 廃棄物担当者だけでは判断できないような事項（仮置場の設置場所等）

「公有地を候補とし、災害の規模に応じて選定する」

2. 推計した廃棄物量が、現在ごみ処理を行っている一部事務組合の処理能力

を超える場合

「今後、災害廃棄物処理を適切に実施していくために広域連携締結の

ための取り組みを進めていく」

「災害時相互援助協定に廃棄物処理に関する項目を追加する等、適切

に処理するための取り組みを検討していく」



ワークシート・質問票等提出・返信手順

50



宿題提出について

✓ ワークシートのご提出日

本日より2週間を目安にご提出ください

✓ ワークシートのご提出方法

1. LINEWORKSを使用した提出

2. メールでの添付による提出

3. CDにデータを焼き付けて送付による提出

4. 弊社クラウドサービスによるやり取り

51



宿題提出について

ワークシートは随時受け付けております

第1回の範囲をま
だ提出していない

第1回の修正指示
がきているが、
反映できていない

・第2回の宿題提出時に第1回分も提出する☞OK

・このワークショップ後に第1回の宿題のみ一度提出する☞OK

52



連絡先について

ワークシート作成時の質問等に関しましても、

これまでと同様のメールアドレスにご連絡ください。

53

r4saigai.sorachi@ajiko.co.jp
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ワークシートについての説明は以上となります

ご清聴ありがとうございました
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